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東京真田町の会第12回総会と懇親会のご案内

拝啓　残暑の候、会員の皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。いつも多大なご

協力を戴き心から感謝いたしております。

通信1号でもお知らせしました「第12回の稔会と懇親会」を下記のとおり開催することになり

ました。皆様お誘い合わせて大勢ご出席下さいますようご案内申し上げます。

真田町からは箱山町長さん、合菓議長さんはかご出席をいただく予定となっております。

今年のアトラクションは講談「真田三代記」を一龍斎貞水師匠に語ってもらいます。1年ぶりの

懇親会、思い出に残る楽しい会となりますよう念額しております。

尚、真田町より卿土産のおみやげが用意されます。

敬　具

平成11年8月吉日

月　　日　　　平成11年10月10日（日）

会　　場　　　アルカディア市ヶ谷（私学会館）

千代田区九段北4－2－25

m　03－3261－9921

受　　付　　10時30分～

総　　会　　11時00分～11時20分

アトラクション11時20分～12時10分

講談　真田三代記　一龍斎貞水師匠

懇親会　　12時30分～14時30分

懇親会費　　　￥9，000円

年会費　　　￥1，000円

※　出欠のご返事は同封のハガキで9月15日

までにお願いします。

※　臥　ご欠席の方は年会費￥1，000円を同封

の郵便振替にて、「00110－ト255577東京

其田町の会」宛お振込みお願いします。

（通信欄に近況等お書き頂ければ幸いです）

会　長　　三　井　芳　郎

※　問合せは下記へお願いします。

会　長　　三井芳郎　皿　03－3664－0369

事務局　　山口元彦　凪　03－3815－3344

総会担当　飯嶋義道　吼　045－571－5055

※　交　通　　市ヶ谷釈（A1－1出口）

JR中央線、都営新宿線

営団有楽町線

営団南北線市ヶ谷見附

刀レカ荊ア市ヶ谷
私学会館
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部
A
貫
の
甚
伯
動
報
出
口

☆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

五
月
二
九
日
　
（
土
）
　
新
座
市
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
野
火
止
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
ボ
ー
ル
が
思
う
よ
う
に
転
が
ら

ず
、
ワ
イ
ワ
ィ
、
キ
ヤ
ア
キ
ヤ
ア
と
に

ぎ
や
か
に
好
天
の
も
と
大
変
楽
し
く
遊

び
ま
し
た
。
清
水
さ
ん
が
8
番
ホ
ー
ル

（
1
9
m
・
パ
ー
4
）
　
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
を
出
さ
れ
ま
し
た
。

お
も
し
ろ
い
ゲ
ー
ム
な
の
で
ま
た
企

画
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
に
応
え
て
別

項
に
計
画
し
ま
し
た
。

参
加
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）
十
二
名

武
田
守
央
・
岸
　
俊
子
・
佐
藤
ム
ネ
千

・
清
水
清
晴
・
三
井
芳
郎
・
荒
木
孝
一

・
小
林
正
子
・
柴
田
小
夜
子
夫
妻
・
鈴

木
邦
子
・
大
久
保
治
夫
夫
妻

☆
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

六
月
二
十
日
菅
平
カ
ン
ト
リ
ー
で
行

わ
れ
、
当
会
か
ら
会
員
の
木
島
豊
繕
さ

ん
　
（
八
十
才
）
、
小
市
英
一
さ
ん
、
永

井
哲
夫
さ
ん
と
役
員
よ
り
三
井
会
長
、

塩
沢
副
会
長
、
堀
内
（
福
）
　
理
事
、
荻

原
理
事
の
計
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

成
績
は
？
の
よ
う
で
す
。

☆
ふ
る
さ
と
訪
問

今
年
は
八
月
七
日
～
八
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
生
島
足
島
神
社
、
別
所
北
向

観
音
、
上
田
城
、
（
昼
食
）
実
相
院
、

傍
限
ふ
る
さ
と
公
園
、
真
田
山
長
谷
寺

（
宮
下
住
職
よ
り
寺
の
歴
史
を
説
明
し

て
戴
く
）
。「
し
ん
り
ん
」
　
に
て
蒋
山
町
長
、
柄

沢
助
役
、
芳
沢
情
報
政
策
課
長
、
池
田

商
工
会
長
を
お
迎
え
し
て
の
夕
食
会
の

あ
と
真
田
祭
り
に
参
加
後
菅
平
白
樺
荘

に
て
宿
泊
。

翌
日
は
新
し
く
出
来
た
サ
ニ
ア
パ
ー

ク
内
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
、
午
前
十
一

時
半
上
田
駅
前
で
解
散
。

参
加
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）
　
十
九
名

川
上
年
美
・
佐
藤
ム
ネ
子
・
柳
沢
　
貴

・
三
井
芳
郎
夫
妻
・
荒
木
孝
一
・
塩
沢

和
政
・
清
水
清
晴
・
堀
内
福
夫
妻
・
大

久
保
治
夫
・
鈴
木
邦
子
・
柴
田
小
夜
子

夫
妻
・
小
林
正
子
・
山
本
美
江
・
萩
原

啓
治
・
深
町
共
栄
・
飯
島
義
道

☆
観
　
劇
　
会

今
年
の
観
劇
会
は
四
案
の
中
で
希
望
の

二
羊
多
か
っ
た
「
梅
沢
富
美
男
魅
力
の
総

て
」
　
に
決
ま
り
ま
し
た
。

八
月
二
十
一
日
の
夜
の
部
に
五
十
名
が

集
ま
り
観
劇
し
ま
し
た
。

笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
芝
居
、
華
や
か

で
妖
艶
な
頼
り
と
歌
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
。

梅
沢
武
生
劇
団
総
出
演
に
よ
る
熱
演
の

四
時
間
に
感
動
し
ま
し
た
。

ま
た
、
幕
間
の
食
事
も
文
化
部
の
幹
事

さ
ん
の
ご
配
慮
で
「
桜
の
問
」
　
に
用
意
さ

れ
て
い
て
、
一
同
で
談
笑
し
な
が
ら
い
た

だ
い
た
り
で
、
暑
さ
を
忘
れ
た
楽
し
い
一

夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

幹
事
の
関
谷
義
久
理
事
、
塚
田
恒
雄
理

事
、
鈴
木
邦
子
理
事
さ
ん
大
変
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。

記
　
大
久
保
治
夫

さ
な
だ
ま
心
h
ノ
広
報
よ
り

☆
宮
下
博
一
（
長
谷
寺
の
第
2
2
代
住
職
）

さ
ん
が
春
の
褒
章
で
藍
綬
褒
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

二
十
一
年
に
わ
た
っ
て
人
権
擁
護
委

員
を
努
め
ら
れ
た
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
て
、
こ
の
ほ
ど
公
共
の
利
益
に
貢
献

し
た
人
に
贈
ら
れ
る
　
「
藍
綬
褒
章
」
　
を

受
章
し
ま
し
た
。

県
内
で
は
十
六
人
が
受
章
し
た
、
来

信
地
区
で
は
宮
下
さ
ん
一
人
で
し
た
。

五
月
十
四
日
に
法
務
省
で
褒
章
の
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

宮
下
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

☆
　
十
勇
士
の
里
新
鮮
市
が
オ
ー
プ
ン

国
道
一
四
四
号
線
の
石
舟
地
霜
に
、
真

田
町
振
興
公
社
の
農
林
産
物
の
直
売
所

と
し
て
六
月
一
日
よ
り
開
設
さ
れ
ま
し

た。
町
内
で
募
集
し
た
五
六
人
の
会
員
が

集
荷
し
た
野
菜
な
ど
が
、
欺
多
く
並
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
安
心
、
安
全
、
愛
情
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
出
荷
さ
れ
た
産
物
は
生
産
者
の
顔

写
真
と
コ
メ
ン
ト
が
添
え
ら
れ
た
ト
レ

ー
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
故
郷
訪
問
の
折
り
に
は
お
立

寄
り
く
だ
さ
い
。

営
業
時
間
は
午
前
九
時
～
正
午
ま
で

、
月
曜
日
は
休
業
で
す
。



場　日
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東
上
ロ
小
真
田
町
の
A
石

ゴ
ル
フ
＋
八
A
正

し
ち
か
は
通
信
一
号
で
紹
介
し
た
東
京

真
田
町
の
会
の
ゴ
ル
フ
大
会
を
左
記
の
通

り
計
画
し
ま
し
た
の
で
ご
案
内
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
ふ
る
っ
て
参
加
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記

時
　
平
成
十
一
年
十
月
十
八
日
（
月
）

所
　
八
王
子
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

〒
　
一
九
三
I
〇
八
〇
一

八
王
子
市
川
口
町
二
三
五
二

m
　
〇
四
二
六
・
五
四
・
四
二
〇

費
　
用
　
￥
二
三
、
〇
〇
〇
円
位

（
プ
レ
ー
代
、
パ
ー
テ
ィ
代
）

昼
食
代
は
含
み
ま
せ
ん

申
込
先
荻
原
啓
治

m
　
〇
三
⊥
二
三
一
五
・
五
九
三
〇

鰐
〇
九
〇
・
八
四
四
二
・
二
三
一
七

堀
内
　
福

m
　
〇
四
二
・
九
五
八
⊥
五
七
八

申
込
締
切
　
　
九
月
二
六
日

募
集
人
数
　
　
二
〇
名
（
五
組
）

参
加
申
し
込
み
の
方
に
は
詳
細
を
後
日

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ

レ

ッ

ト

ゴ

ル

フ

A

貫

の
ゾ
」
案
内

五
月
の
会
で
皆
さ
ん
大
変
楽
し
ま
れ
次

回
の
企
画
を
立
て
て
は
し
い
と
の
要
望
が

強
く
あ
り
ま
し
た
の
で
左
記
の
通
り
計
画

を
し
ま
し
た
。
経
験
が
無
く
て
も
、
ど
な

た
に
も
楽
し
く
遊
べ
ま
す
。
用
具
は
準
備

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ス
ニ
ー
カ
ー
等
軽
い

靴
で
、
お
仲
間
を
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。記

月
　
日
　
平
成
十
一
年
十
一
月
十
三
日

（土）

場
　
所
　
新
座
市
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会

野
火
止
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

集
合
所
　
武
蔵
野
線
　
新
座
駅
　
駅
前

時

　

間

　

午

前

　

十

時

プ
レ
ー
　
午
前
　
十
時
三
十
分
～

費
　
用
　
用
具
代
　
　
￥
三
〇
〇
円

プ
レ
ー
代
　
￥
五
〇
〇
円

募
集
人
数
　
　
　
　
二
〇
～
三
〇
名

募
集
締
切
　
十
月
三
十
一
日

申
込
先
　
m
〇
四
二
六
・
七
七
・
七
二
三

郎
〇
四
二
六
・
七
四
・
九
二
〇
四

大
久
保
　
治
　
夫

参
加
申
し
込
み
の
方
に
は
詳
細
を
お
送

り
し
ま
す
。

☆
菅
平
高
原
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
「
サ
ニ
ア

バ
ー
ク
菅
平
」
が
五
月
二
二
日
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

記
念
菅
平
五
K
マ
ラ
ソ
ン
を
有
森
裕

子
選
手
と
約
一
、
0
0
0
人
の
参
加
者

が
さ
わ
や
か
な
高
原
を
走
り
ま
し
た
。

施
設
は
管
理
棟
の
他
ラ
グ
ビ
ー
・
サ

ッ
カ
ー
用
グ
ラ
ン
ド
五
面
、
全
天
侯
型

四
〇
〇
M
ト
ラ
ッ
ク
を
有
す
陸
上
競
技

場
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
（
貸
し

出
し
用
具
あ
り
）

薪
グ
ラ
ン
ド
で
、
ラ
グ
ビ
ー
の
全
日

本
チ
ー
ム
や
、
サ
ッ
カ
ー
l
リ
ー
グ
の

浦
和
レ
ッ
ズ
の
合
宿
が
お
こ
な
わ
れ
ま

した。
問
合
せ
菅
平
高
原
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

m
　
〇
二
六
八
・
六
丁
七
〇
九
〇

☆
真
田
中
学
校
が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
期
工
事
が
竣
工
し
近
代
的
な
設

備
と
内
装
に
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
ピ
カ
ピ
カ
な
床
や
机
に
、
子
供
た
ち

は
新
学
期
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
給
食
も
町
内
産
の
米
を
使
っ

て
日
本
食
の
給
食
を
過
四
回
に
し
た
い

と
の
こ
と
で
す
。

☆
　
そ
え
ひ
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

七
月
十
一
日
の
夜
の
ひ
と
と
き
洗
馬

楕
公
園
で
三
百
人
を
超
え
る
人
達
が
、

オ
カ
リ
ナ
奏
者
さ
と
う
と
も
に
さ
ん
夫

妻
の
オ
カ
リ
ナ
の
美
し
い
音
色
に
酔
い

し
れ
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
傍
陽
小
学
校
P
T
A
会

長
の
武
者
亮
一
さ
ん
が
「
子
供
た
ち
が

社
会
に
出
た
と
き
、
ふ
る
さ
と
の
自
然

を
胸
を
は
っ
て
話
せ
る
よ
う
に
」
と
考

え
計
画
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

☆
　
N
H
K
の
ラ
ジ
オ
体
操
が
七
月
三
十

日
（
金
）
に
真
田
町
運
動
公
園
に
約
二

千
五
〇
〇
名
を
集
め
て
盛
会
に
行
わ
れ

全
国
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
の
中
で
も
な
つ
か
し

く
思
い
な
が
ら
体
操
を
さ
れ
た
方
も
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

☆
真
田
町
産
農
産
物
等
の
産
直
を
ご
希
望

さ
れ
る
方
は
左
記
へ
お
同
い
合
わ
せ
下

さい。（
財
）
真
田
町
振
興
公
社

皿
・
郎
　
〇
二
六
八
・
七
千
〇
一
五
〇

編

集

　

中

　

島

　

正

　

江

柴

　

田

　

小

夜

子



会幸艮　「日本ダボス」　第12号の発行
Iこつしヽてのお廟しヽ

「東京真田町の会」会員と会社経営者の皆様には平素より会の運営に大変なご協力を戴き厚く

お礼申し上げます。

日本ダボスも皆様のご協力のもとに年々充実してまいりました。さらに発展すべく役員一同、
一生懸命に努力をしております。

日本ダボスは会員640名と真田町全戸約3、500戸に送られます。東京真田町の会および

会員皆様の活動を会員とふるさとにお知らせする良い機会でございます。

今年も日本ダボス12号を12月未に発行すべく只今より準備に入りますが、何分にも皆様の

絶大なるご支援、ご協力で成り立っております。毎年のことで恐縮ですが「編集記事のご寄稿」

と大変厳しい経済状況下ではございますが「広告のご出稿」に協賛賜りたく切にお願い申し上げ

ます。

編集記事については大久保治夫理事、広告の申し込みは中島正江理事が担当しますので宜しく

お願いいたします。

以上お顔いまで

会　長　　三井芳郎

原稿、広告の締切は10月30日ですご協力をお廉い申し上げます。

編集記事は400字詰原稿用舵にて3枚以内に顔写真1枚を同封して下記までお送り下さい。

総会の出欠の返信ハガキに近況報告を記入し返送お願いいたします。

〒192－0354　東京都八王子市松が谷25－ト103　　　大久保治夫　宛

（皿　0426－77－7113　　m互　0426－74－9204）

広告の申込みと広告原稿は下記にお送り下さい。また、広告代金については、日本ダボス発行

後に請求書をお送りいたします。

名刺広告　　タテ7．5cmXヨコ3．5cm　　￥10，000円

3分の1頁広告　　17，5cmX　■17、5CⅡl　　￥30，000円

2分の1貞広告　　Ill，OcmX117，5CⅢ　　￥50，000円

〒158－00如　東京恭世田谷区中町4－35－17E　　　中島正江　宛

（皿・m夏　03－3702－1385）
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